本年の事業具体策（案）
今年度は花火大会の正式な開催が決定していません。よって時間的制約を考慮して募集開始時期は諸事情を鑑みて総会にて開催が決定して印刷物等の準備ができ次第、募集活動を開始することが必要と考えます。必要最低限の準備は進めますが、花火大会は行政、商工会議所、そして何より世論の同意があってのものゆえ、方々の感情に配慮して進めていきたいと存じます。
募集方法の具体策（案）

当部会ではまず、昨年の１１月例会にて卒業生担当企業の引継ぎ事項を確認済みです。卒業生の指導に基づき振り分けて実績をもとに委員会ごとに目標金額を設定させていただきます。来年度以降の開催を視野に、新規はもちろん、オープン企業をルームでの掲示とメーリングで公表して企業担当者を募集しますので、目標に満たない金額を充足して個人及び委員会で目標金額達成を実現していただきたいと考えます。
1 オープン企業とは過去にご協賛をいただいた、メンバー担当者が現在いないもしくは、昨年度ご協賛を頂戴していない企業とする。
2 重点オープン企業とは下記の対象企業とする。
· 一昨年度にご協賛いただき、昨年度はご協賛いただけなかった企業、もしくはそれに類する企業

· 昨年の卒業生が担当した昨年の協賛企業で、今年は見込みが薄いと引継ぎいただいた企業

· 卒業生からメンバーの誰が担当してももらえる旨の確約を頂戴した企業
※　回覧資料参照

3 一定期間、委員長が中心となっていただき重点オープン企業をメンバーと縁のある企業を拾い上げていただき、少しでも委員会の目標金額に近づくようご協力いただく。

4 重点オープン企業の担当者は金額の大小もらえるか否かに関らず、申し出の早い順に渉外部会にて受け付け、担当者を決定する。
5 重点オープン企業は一定期間終了後、従来のオープン企業としてリストに併記して公示する。
6 重点オープン企業の担当者決定状況及び一定期間終了後の従来のオープン企業申し込み状況を毎日メーリングでメンバー全員に周知するとともに、企業への複数のメンバーからの協賛依頼の申し出を極力減らす。

7 花火大会渉外部会もオープン企業に積極にお願いする。
8 昨年度にご協賛いただき今年度は諸事情により協賛金を頂戴できない企業は、継続事業という観点から来年度にまた頂戴できるよう挨拶をお願いするとともに、リストを残して引継ぎ事項としてデータを次年度に残す。

協賛金の管理・回収方法（案）

1 申込冊子は青年会議所の大事な備品との位置づけで重要性を例会、メールで啓蒙する。

2 申し込み冊子は事前に花火大会特別委員会渉外部会によって冊子にメンバー名を記載し、ナンバリングと合わせて管理する。

3 委員長より配布いただき、委員会として速やかな回収にご協力をお願いします。
4 申込書に支払期限を８月末日と明記します。
5 申込書控えに９月中旬には企業担当者様に花火大会特別委員会より直接ご連絡申しあげる旨を明記します（※）。

6 未集金は申し込み無効扱いとせず、あくまでも未集金として次年度に繰り越す。また、決算総会時に未集金の内訳について質問が出た場合は、リストを口頭もしくは書面で公表する。

7 倒産等、回収不可能な場合は特別損失として計上する。

· 実際は企業に連絡する前に「まずはメンバー担当者に連絡する」ことによってご協力いただき、それでも入金がない場合は企業に直接連絡するという手法で進めます。

